
＜ 晩春の校庭の植物 ～⑨コケ植物 ＞

こんにちは。開校 11年目のひたち野うしく小校庭、４月末～５月の植物。最後に、コケ植物。コケ

は暗くじめじめしたイメージをもたれがちですが、虫眼鏡や顕微鏡でのぞくととても美しいのですよ。
むし め がね けん び きょう

まずは、神社や公園などの日かげになりやすいところで見られる、ナミガタタチゴケ。オスとメス
じんじゃ こうえん

があって、雌株には胞子のつまった袋、胞子嚢ができます。
め かぶ ほう し ふくろ ほう し のう

次に、日かげの湿った地面に多いジャゴケ。ヘビのうろこのような
しめ じ めん

模様なので、「蛇苔」。うろこ模様の中央に白っぽく穴が開いていて、気孔
も よう じゃごけ も よう あな あ き こう

のような役目をしているとかいわれますが、どうでしょう。
やく め

ジャゴケを小型にしたような、ヒメジャゴケもありました。
こ がた

最後に、ゼニゴケに似たフタ
に

バネゼニゴケと、ジンガサゴケ。

どちらも、校庭の湿ったところで
しめ

見られます。コケといっても、い

ろいろですね。皆さんも、虫めが

ね片手に、観察してみませんか？
かた て
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胞子嚢をつけたナミガタタチゴケ（左：スギゴケ科）と、雄株（右）。
ほう し のう か お かぶ

へびのうろこのような模様をしたジャゴケ（左：ジャゴケ科）と、そのアップ（右）。
も よう か

ヒメジャゴケ(ジャゴケ科)。秋に、無性芽という「むかご」のようなものをつくる。
か む せい が

フタバネゼニゴケ(左：ゼニゴケ科)と、ジンガサゴケ(右：ジンガサゴケ科)。
か か


